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カラーイラストを使って啓発グッズを作ろう了

一 自分の作品を脚本からパソコンで作製一

おおの小児矯正歯科（山口県下関市）

チーフ歯科衛生士杉岡　千津
サポート歯科衛生士
　　　　　　　　　小田　裕子　中原　裕子　杉本いとみ

　　　　　　　　　森田　昌美　福本菊都生　濱田菜穂子

　　　　　　　　　森本　千尋　石田みどり

略　歴

杉岡千津
1987年　福岡歯科大学附属歯科衛生専門学校卒業
1988年　医療法人　おおの小児矯正歯科勤務
2008年　日本小児歯科学会　コデンタル委員会委員
2010年　日本小児歯科学会　認定歯科衛生士

　小児歯科医院で働く歯科衛生士は、医院内での診療活動をはじめ、地域に飛び出して、子ども達に歯

科の健康について歯科保健啓発活動を行う事は重要な仕事です。ヘルスプロモーションの概念では“子

ども達が自分の健康は自分で守る”ことをスローガンにしています。このように、子ども達が健康につ

いて自ら気付き自発的に健康をコントロールし、改善する能力を身につけさせるためにも、私たち歯科

衛生士の歯科保健啓発活動は必要だと考えます。

　しかしながら、日々の歯科衛生士の業務状況から歯科保健啓発活動に積極的に参加できない現状があ

ります。もし負担なく啓発グッズ（媒体）を作る事ができたら、歯科保健啓発活動は歯科衛生士にとっ

て身近な存在になります。

　そこで、今回は当医院で行っている地域での歯科保健啓発活動および啓発グッズを紹介し、皆さんと

一緒に明日から使用できる啓発グッズを作りたいと思います。この実習は、グループワーク形式でディ

スカッションしながら、パソコンを用い脚本から作品を完成させます。

　なお、たくさんの歯科衛生士の参加をお願いしたいものの、実習をしますので人数が限定されますか

ら予約制になります。学会抄録集発送時、申し込み用FAX用紙を同封しますので、その時申し込みを

お願いします。参加条件はパソコンおよびパワーポイントの操作可能な方です。
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